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実験動物には， SD系のラット(♂，体重160 :::t 5 g) 20匹を用いた。そのうち 4 匹は無処理群とし，
他をフッ素投与群とした。
投与群には，体重100 g あたり 25%NaF水溶液0.2ml (NaF として 5 mg) を後頚部の皮下に注射した。
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これをランダムに 4 群に分け，それぞれNaF投与後 4 日目， 7 日目， 10日目および14日目に屠殺して上
顎切歯を別出し， 10%中性フォルマリンで固定した脱水して後，適法によりポリエステル樹脂を包埋し
た。













水をノぜイアル中に入れた。これにフッ素抽出液50μ2 を加え， 5 0Cで 1 分間振とうしてフッ素の抽出を
行ない，ガスクロマトグラフ法により，フッ素の定量を行なった。水溶液層中のカルシウム量は，原子
吸光法により定量を行なったo
実験に用いた切歯は，未だ石灰化の完了しない成熟期にあるため，フッ素やカルシウムの含有量は，
重量%を用いないで，単位体積あたりの重量で表示した。エッチングによる溶解量は，その前後の顕微
鏡写真の断面積の変化をトレース用紙の重量変化から求め，それに標本の厚さを乗じて求めた。
以上の結果，フッ素とカルシウムはいずれも高石灰化層で高いことが明らかになった。さらに，フッ
素/カルシウムの比でみると，高石灰化層で最も大きくなり，この部分にフッ素が特に多くなっている
ことが明らかになった。
[総括]
実験的に急性フッ素症を発症させたラットの上顎切歯エナメル質中の形成障害部位を，外部から正確
に推定することが出来た。また，エナメル質中のフッ素とカルシウムの定量を行ない，石灰化充進部位
にフッ素が多く含まれることが確認された。これよりエナメル質の石灰化に際し，フッ素がアパタイト
の結品化に直接関与していることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本論文は，従来測定が困難であった，急性フッ素障害ラットの切歯エナメル質中フッ素分布の定量を
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行なったものである。
フッ素の定量法には，ガスクロマトグラプ法を用い， ng単位のフッ素試料の定量を可能にする方法を
確立した。また，ラットの上顎切歯外形が，円弧を呈することに着目し，その曲率中心を求めた。この
曲率中心を中心とした切歯切端からの角度で，フッ素によるエナメル質の形成障害部位を表示できるこ
とに成功した。これにより，フッ素障害部位を，外部から正確に推定する方法が確立された。
その結果，高石灰化層には，正常ラットに比べ，カルシウムのみならず，フッ素も多量に含まれるこ
とを明らかにした。
本研究は，今後のエナメル質の石灰化過程の解明に，画期的な方法を開発したものと考えられ，学位
の値するものと認められる。
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